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論文要旨 
本論文は、王政復古期の喜劇である comedy of manners の手法を取り入れて小説を書い



















Catharine, or the Bower を取り上げ、この小説を本格的創作に転じる過渡期の重要な作品
と捉えて論を展開している。その根拠は、① dramatic dialogue の萌芽、② 失敗から学ぶ




 少女期の手法が色濃く残されている点から、創作年が不明の Northanger Abbey を完成
小説の第一作目と考え、ゴシックロマンスのパロディとして書き始められた本小説に於い
て、ヒロインを流行小説の枠に閉じ込めずに、「日々の生活の中で学ぶ」成長するヒロイン
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を創造した点に注目した。 
 第四章 『分別と多感』における個と社会の関係 
































 後期の代表作と言える Mansfield Park のヒロインである Fanny は不安げで傷つきやす
い人物として造形されている。このような逆境にあるヒロインの描き方として考え出され





 第九章 ハイベリーの女主人となるために 
 祝婚ムードに包まれる本小説で、意外にも重要なのは「女性同士の友情」である。初期
の作品の中で主題としてよく取り上げられた love and friendship という視点から作品を分














人物である『自負と偏見』の Mr. Collins、『エマ』に登場する自由農民の Mr. Martin を取
り上げて、彼らの愛読書が個々のイメージとどのように結びつけられているかを検証した。 
第十二章 オースティンと読書（そのニ） 
前章につづきオースティンと読書の関係をさらに深く掘り下げて論じた。Dr. Johnson の 
“the literary merits of the dulce et utile”（Rambler #4)という考えを受け入れて創作した
オースティンは、『マンスフィールド・パーク』の中で‟reading, which, properly directed, 




Henry Fielding が王政復古期の comedy of manners を小説という文学形式に当てはめて
novel of manners とし、オースティンがこれを継承したが、Walter Allen はこの二人の小
説家を指して“the moralist as satirist”と呼び、さらにオースティンについて‟she was the 
last and finest flower of that century at its quintessential”とまで称賛した根拠を解明し
た。 
第十四章 オースティンの小説に描かれた親と娘について 



















受け入れることができない『エマ』の Mr. Woodhouseは hypochondria（心気症）を患う。
登場人物が抱える心と身体のアンバランスから起こる体調不良について論じた。 
 第十七章 オースティンと田園風景 
 本章ではオースティンと彼女の小説と田園風景の関係について考察した。 “God made 
the country, and man made the town.”といって自然を礼賛する William Cowper のよう
に、オースティンも終生生まれ育った南イングランドの田園を愛し野山を歩き回った。オ
ースティンはクーパーの自然詩、とりわけ The Task を愛誦し、彼女の庭の植栽も、第六巻




 本章は、１９９９年に The Jane Austen Society of the United Kingdom が主催する国際
会議が Kent で開催され、そこで収集した資料にもとづいて作成した。主としてオースティ
ンとケントのつながりについて述べており、内容は、① オースティン一族の歴史とケント、
② ジェインの父親の George Austen とケント、③ ジェインの三兄の Edward と Knight
家、④ ナイト家所領の Godmersham Park とオースティン一家、⑤ エドワードと彼の妻
の Elizabeth Bridges、⑥ ブリッジ家が所有する Goodnestone House、⑦ グッドネストー
ンとジェインとの関係について論じた。 
第十九章 オースティンとハンプシャーの港湾都市  
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 前章に続き本章も、２００１年に Southampton (Hampshire)で開催された The Jane 
Austen Society of the United Kingdom の国際会議に参加し、そこで得た資料と情報にもと
づいて作成した。主としてハンプシャーの二大港湾都市のサウサンプトンと Portsmouth
とオースティン家のつながりについてまとめたものである。①サウサンプトンの歴史と背




第二十章 オースティンとライム・リージス  
本章も引き続き２００３年に Lyme Regis(Dorset）で開催された The Jane Austen 
Society of the United Kingdom の国際会議で入手した資料と情報に基づいてまとめた。具
体的には、①ライム・リージスにつながるイギリスの作家、②ライム・リージスの歴史と
歴史的背景、③Mary Anning の化石発掘とライム海岸、 ④海岸保養地の開発とライム・リ
ージス、⑤オースティン一家とライム・リージス、⑥遺作の『サンディントン』と海岸保
養地の開発、⑦『説得』に描かれたライム・リージスとオースティンとの強い結びつきと、
その根拠を解明した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
